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概要 

自動車を含め多くの製造業では、既存のリスク抽出・管理方法として、FTAや FMEA・DRBFMなどが多く用いられている。今回の講演では、既

存のリスク抽出・管理方法に STAMP/STPA を用いることで、メカ観点でのリスクだけでなく制御観点でのハザードを共に抽出・管理できることを

示したい。そして、各リスク・ハザードの原因・対策・対策の実現状況/日程までを共に管理(見える化)することで、技術的なリスク管理だけでなく、

開発日程面でのリスク管理もできるフレームワークを提案する。 

 

Figure 1 Control Structure Diagram に機能を明記 

Figure１は、STAMP/STPA Intermediate Tutorial の事例として紹介されている Control Structure Diagram である。コントローラ

(COMPUTER)に制御コマンド(Open/Close WATER/CATALYST)に加え、各コンポーネントに対してもの機能を明記している。 
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Figure 2 Guide word を参考に制御コマンドから UCA、機能からリスクを抽出 

Figure 2 では、STPA のガイドワードを用いて各制御コマンドに対する UCA を抽出(緑色)し、物理観点(環境から受ける外部から影響を与え

る要素、コンポーネント内部で影響を起こす要素)から各機能のリスク(赤色)を抽出している。Figure 3 では、抽出された UCA やリスクを

FMEA 形式に合わせ、影響分析(RPN)や原因・対策・タスクを並べている。 

 

Figure 3 STAMP/STPA を取り入れた FMEA表 

FMEA 表から影響が大きいリスクに対しては対策が取られ、具体的なタスクまで落とすことが多い。そのタスクに担当者、期限、進捗を見える化し

管理すること(Figure 4)で、開発現場では他の日程とも兼ね合いながら、確実なリスク管理が可能になる。 
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Figure 4 対策タスクを全体の開発日程に載せて、全体業務を見える化 
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